
履修支援機能を持つ
ウェブシラバスシステムを
自動構築するソフトウェアの開発

CRSシステム
Creator+Repository+Searcher



はじめに
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ウェブシラバス公開率

2010.7現在

機関数 公開数 公開率

大学 778 346 44.5%

短大 395 61 15.4%

高専 58 40 60.9%

全体 1231 447 36.3%

公開している大学は半数以下

費用対効果，運用の問題？
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CRSの特徴

汎用型
ソフトウェアの変更なしで利用できる

オープンソース
無償で利用でき、ソースコードを公開している
http://powercampus.jp/top/crs

導入と運用が容易
システム全体をファイルとして配布（XenServer)
GUIによるシステム構築（数時間）
バックアップが容易

履修支援機能
履修選択のための検索，履修申請，ウェブ時間割

3/33



ＣＲＳシステムとは



シラバス項目概念調査

システム構築のための事前調査
全国のウェブシラバスを公開している大学
等を網羅的に調査して、シラバス項目の概
念を収集・分類し、120の項目概念を得た
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CRSシステムの構成

・クリエータ（データ作成・管理）
・リポジトリ（システム構築・運用）
・サーチャー（検索・履修支援）

これ以外に、個人別時間割りとメタリポジトリのシステムがある
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XenServerとは
複数のコンピュータを、一つのコンピュー
タの中で仮想的に動作させるための専用OS

４つのWindows2008 R2 が起動している
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XenServerとは

テンプレートファイルがあれば新し
い仮想マシンを数十秒で作成できる
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リポジトリ

ＣＲＳシステムの概要



システムの構築と運用（リポジトリ）

シラバススキーマのひな形から大学固有の
シラバススキーマを作成する
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システムの構築と運用（リポジトリ）

シラバス項目の作成
概念一覧から選択して、固有の名称に変更する
新規の項目も定義できる

作成したシラバス項目リスト
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システムの構築と運用（リポジトリ）

画面に表示する項目と順序を
ドラッグ＆ドロップで指定

複数の画面を定義できる

検索画面の定義エディタ

定義した項目一覧
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システムの構築と運用（リポジトリ）

［有効化］をクリックしてクリエー
タに定義情報を送信する

システム構築はこれで終了
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クリエータ

ＣＲＳシステムの概要



データ作成と管理（クリエータ）

CSVで既存のデータを登録できる

15/33



データ作成と管理（クリエータ）

教員はシステムにログインし、
ウェブ上でシラバスデータを作
成する
上段の開講情報などは、事前

に教務システムのデータを登録
しておくことが可能
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データ作成と管理（クリエータ）

管理者はシステムにログインし
てシラバス作成の進捗状況を
チェックする

色で作成
状況が分
かる
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データ作成と管理（クリエータ）

管理者はシラバスの内容を
見て変更することができる
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データ作成と管理（クリエータ）

管理者は作成済みとなったシラバ
スを抽出しリポジトリに送信する
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サーチャー

ＣＲＳシステムの概要



検索（サーチャー)
検索できない項目はない。任意の項目
を組み合わせて超高速な検索が可能

検索フォームは複数から選択できる

2011年度、前期、英語学
科、２年生の専門の必修
科目だけを検索する例
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検索（サーチャー)

検索結果は時間割形
式で表示される

科目名をクリックするとシラバスを参照できる

検索結果のうち、受講
するものにチェックを
いれて記録しておく。
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検索（サーチャー)

受講を記録した科目の
あるコマは赤色表示さ
れる
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検索（サーチャー)

続けて、英語学科、２年生の前
期開講される教養科目だけを検
索する
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検索（サーチャー)

記録されているコマ
は赤色表示される。
それ以外のコマで受
講する科目を選択し、
記録する。
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検索（サーチャー)

記録されたコマが累
積表示される。

記録状況を使って履修申請する
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検索（サーチャー)

記録一覧表でログインする

ログインしない場合でも、ダウ
ンロードボタンで科目データを
ダウンロードできる
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検索（サーチャー)

ダウンロードした科目データの
一例（CSV形式）
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検索（サーチャー)

ログインすると時間割りを作成でき、
履修申請データがRDB上に作成される

時間割は何度でも作成可能（上書き）
管理者はログイン可能な期間と時間を制限可能
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ウェブ時間割

ＣＲＳシステムの概要



ウェブ時間割（TIMETABLE）

学生は時間割システムにログインして
自分の時間割を閲覧できる
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時間割（TIMETABLE）

赤いアイコンをクリッ
クするとシラバスを参
照できる

シラバスに、講義用のURL
を記載した場合は、自動
的にリンクが張られる

ウェブや、Moodleなど
のCMSにリンクできる
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まとめ

汎用型ウェブシラバスシステム

低コストで導入可能

運用が容易

費用対効果ーコストに見合う機能

既存の教務システムとの連携が可能

オープンソースなので機能拡張が容易
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